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　皆さんは，運動やスポーツを行うと「からだ」
の健康によいことをご存知のことと思います．し
かし，「こころ」の健康についてはどうでしょう
か．誰かに強制されて行う運動，例えば宿題を忘
れてグラウンドを走らされた，できないのに「や
れ」と言われてみんなに笑われた，こういう体験
では，運動やスポーツが「こころ」の健康づくり
に役立つとは思えません．
　子どもの運動遊びについてはどうでしょうか．
目的指向の運動遊び，例えばスポーツスキルの獲
得のために，体力増強のために，肥満予防のため
に，という「～のために」という観点が入った運
動遊びは，子どもが本当に楽しめるものになって
いるのでしょうか．子どもにとって本当に「遊び」
と言える運動遊びは，やはり「こころ」に影響を
与えるものでなければいけません．私たちは，子
どもの運動遊びについて，ともすれば「～のため
に」という評価ばかりに目を向けてしまい，また

「遊ばせる」（指導）ことに熱心になるあまり，子
ども自らが作り出す自然発生的で持続的な『遊
び』の要素を失わせてしまっているのかもしれま
せん．
　2013年に開始した本研究プロジェクト「Play-
maker：心理社会的要因の強化を意図した運動・
スポーツ遊びプログラムの開発および普及」の目
的は，特に年少の子どもを対象に，メンタルヘル
ス，社会性，および集中力の強化を意図した運動
遊びプログラムを開発し，その評価を行うことで
した．この心理社会的効果は，まさに活動の「継
続」や「増強」に結びつける行動変容の基本概念
であり，この効果に大きく影響を与える調停変数
として「プレイフルネス」を想定しました．プレ
イフルネスの考え方のもとは，発達障害児の遊び
観察，また心的外傷後ストレスを患った子どもの
脳の発達，ダメージの回復を促す「遊び」の４要
素からきています．現在では，私たちの研究によっ

最終年度報告書の発刊にあたって
班長　竹中　晃二１）

１）早稲田大学

図　運動遊びの全体像



─ 4 ─

果：次回への期待・興味・関心を持たせたり，彼
らのライフスタイルを健全にさせることに結びつ
けることです．
　本プロジェクトでは，まず「プレイフルネス」
の要素を強化する方策を検討しながら，そこに
傷害予防や効果確認のためのツールを取り入れ，
Playmakerの普及啓発のために包括的な提言を行
おうとしてきました．この３年間では，研究グルー
プを，１）指導・実践グループ，２）評価測定グルー
プ，３）活動量測定，および４）怪我予防，のそ
れぞれに分け，グループごとに研究を行い，また
グループ間の連携研究を進めてきました．幸運に
も，2016年度には，従来の研究成果を実践に活か
すべく，普及啓発の機会もいただいています．
　最後に，本プロジェクトの研究成果をわかりや
すく普及啓発することのほか，今後検討しなけれ
ばならない点をあげておきたいと思います．まず， 
(1) 人やもの，保護者との相互作用やアウトドア，
インドア，用具などを用いる「環境の調整」によ
る影響力の検討，(2) 指導者が「やらせる」「指
導する」から「引き出す」関わり方の模索，およ
び (3) 成果を求める目的指向から過程や「いまそ
のとき」に集中させる活動内容の検討，です．こ
れら３つの要点を強化するためには，なによりも，
安心できる他者との関わりの中で「共に」没頭で
きたり，楽しめる活動を提供できるように，日々
観察眼を養いながら指導者と保護者の相互で工夫
をこらす必要があります．今後の活動にどうぞご
期待いただければ幸いです．

て，特に運動遊びに関連するプレイフルネスを６
要素に分けています．それらは，没頭，自己決定，
有能感，ルール遵守，社会的関与，楽しさ，の６
要素です．子どもが運動遊びの魅力に『嵌（は）
まる』には，どうも大人がこれら６要素について，
ある種の『仕掛け』をもって関わっていくことだ
と思います．ここに，本研究が意図する「プレイ
フルネス」の育て方や増強の仕方を一般化してい
く意味があります．
　図は，子どもの「こころ」に影響を与える運動
遊びについて全体像を示しています．まずは，運
動遊びの内容選択と決定です．どのような運動遊
びの内容が心理社会的効果を生み出しやすいの
か，つまり「刺激－反応」関係の検討です．例え
ば，幼児から年少の子どもに人気がある鬼ごっこ
のように，子どもが好む運動遊びを行わせれば効
果が生じやすいことがわかります．私たちは，さ
らに運動遊びの中に，調停変数としてのプレイフ
ルネスを強化して心理社会的効果の増強を図るこ
とを考えています．
　しかし，さらに運動遊びの効果を高めるために，
以下にあげる３つの要素が必要かもしれません．
それらは，まず，(1) 動機づけ：運動遊びを始め
る前の導入部，です．指導者や保護者が子どもを
動機づけ，彼らの視覚・聴覚に刺激を与えて運動
遊びを始める前に，自宅や開始する前の段階で期
待を持たせることです．つぎに， (2) 環境整備，
保護者の関与：インドア，アウトドア，道具の有
無・多様性，またなによりも保護者を傍観者にさ
せずに協働させることです．最後に，(3) 波及効
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